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事業計画

収支予算額　61,198千円

介護保険事業収入
25,609千円

介護保険事業収入
25,609千円

人件費支出
44,087千円
人件費支出
44,087千円

事務費支出
8,419千円
事務費支出
8,419千円

事業費支出
3,122千円
事業費支出
3,122千円

固定資産取得支出　207千円固定資産取得支出　207千円

サービス区分間
繰入金支出
3,684千円

サービス区分間
繰入金支出
3,684千円

負担金支出 90千円負担金支出 90千円

助成金支出 360千円助成金支出 360千円積立資産支出 1,229千円積立資産支出 1,229千円

経常経費補助金収入
18,678千円

経常経費補助金収入
18,678千円

積立資産取崩収入
2,911千円

積立資産取崩収入
2,911千円

受託金収入
4,841千円
受託金収入
4,841千円

障害福祉サービス等
事業収入 2,400千円
障害福祉サービス等
事業収入 2,400千円

サービス区分間
繰入金収入 3,684千円
サービス区分間

繰入金収入 3,684千円

会費収入 2,605千円会費収入 2,605千円
事業収入 10千円事業収入 10千円
受取利息 10千円受取利息 10千円

その他収入 50千円その他収入 50千円
寄付金収入 400千円寄付金収入 400千円

収支予算
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介護保険事業収入
27,691,544円
介護保険事業収入
27,691,544円

人件費支出
41,513,924円
人件費支出
41,513,924円

事務費支出
6,174,259円
事務費支出
6,174,259円

積立資産支出
17,249,869円
積立資産支出
17,249,869円

固定資産取得支出
2,561,740円

固定資産取得支出
2,561,740円

その他の支出 8,400円その他の支出 8,400円

助成金支出 200,000円助成金支出 200,000円
負担金支出 22,700円負担金支出 22,700円

事業費支出
2,270,053円
事業費支出
2,270,053円

経常経費補助金収入
18,346,630円

経常経費補助金収入
18,346,630円

積立資産取崩収入
15,034,989円
積立資産取崩収入
15,034,989円

障害福祉サービス等事業収入
2,350,430円

障害福祉サービス等事業収入
2,350,430円

会費収入　2,679,200円会費収入　2,679,200円

事業収入 4,818,240円事業収入 4,818,240円

受取利息配当金収入
1,428円

受取利息配当金収入
1,428円

施設整備等補助金収入
106,480円
施設整備等補助金収入
106,480円

その他収入 314,950円その他収入 314,950円寄付金収入 405,852円寄付金収入 405,852円

（単位：円）

合　　　計

法人本部事業
訪問介護事業
居宅介護支援事業
障害福祉サービス等事業

当期収支差額
767,896
463,925
142,568
374,409
1,748,798

支　出
30,311,575
27,623,507
14,106,362
2,082,501
74,123,945

収　入
31,079,471
28,087,432
14,248,930
2,456,910
75,872,743

収入総額　71,749,743円－70,000,945円＝1,748,798円
（内部取引消去　4,123,000円）

収支決算

氏　名
高坂　勝則
牧野　寿文
田中　敏広
熊木　　剛
古府　一雄
川村　郁夫
三浦　　優
佐藤真理子
田口　紀子
松田　達哉
川岸　　勤

選 出 区 分
船泊自治会長連絡協議会
船泊自治会長連絡協議会
船泊自治会長連絡協議会
香深自治会長連絡協議会
香深自治会長連絡協議会
香深自治会長連絡協議会
礼文町身体障がい者福祉協会
礼文町民生・児童委員連絡協議会
礼文町民生・児童委員連絡協議会
福祉施設施設長
学識経験者

氏　名
道場　　好
中島　信一
畠中　克茂
柏谷　裕一
山口　　實
中道　　敏
佐藤　修二
笹山　　啓
蔵部　晃一
北野　克弘

会　長
副会長
副会長
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事

氏　名
平山　浩明
下山　真司
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事務局：礼文町社会福祉協議会

令和３年度の総会の様子

赤い羽根共同募金の助成金を受けて活動しています。6



礼文町共同募金委員会
令和３年度実施事業

●礼文町うすゆきの会
●礼文町老人クラブ連合会
●礼文町身体障がい者福祉協会
●船泊老人クラブ
●香深老人クラブ

・広報誌発行事業
・自治会絆活動事業
・ふれあい・いきいきサロン事業

　募金は、地域ごとの使いみちや集め
る額を事前に定めて寄付を募る仕組
みです。　これを と呼び、

明確にすることによ
り、皆さんの理解と協力を得やすくし
ています。

　また、 があるからこそ、
１世帯当たりの を決めること
ができます。

　しかし、寄付は寄付する方の自由で
すから、目安額はあくまで目安にすぎ
ません。

　残りは、広域的な課題を解決するた
めに、道内で使われています。
　災害義援金にも使われています。

　礼文町共同募金委員会では、福祉のまちづく
りの推進を図ることを目的として、地域のみな
さんが主体となって取り組む福祉活動を支援し
ます。

じぶんの町を良くするしくみ

R 3 年10月～
R 3 年12月

R 4 年03月
R 4 年04月

赤い羽根共同募金活動開始
審査委員会で配分審査
北海道共同募金会へ申請
助成決定
助成金交付

　募金箱は、役場本庁、船泊支所、社会福
祉協議会事務所に設置しておりますので、
ご協力をお願いします。
　領収書が必要な方は、ご連絡ください。
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　礼文町と礼文町社会福祉協議会では、「礼文町災
害ボランティアセンターの設置及び運営に関する
協定」を結び、同日の締結式で、小野町長と道場会
長が協定書にサインしました。
　この協定は、礼文町地域防災計画に基づき、セ
ンターの設置及びそれに伴うボランティア活動を
円滑に実施するために、礼文町と社協の果たすべ
き役割と協力事項、費用負担等を定め、被災者の生
活支援に寄与することを目的としています。

・災害時に設置される被災地での防災ボラン
　ティア活動を円滑に進めるための拠点。
・近年では、被害の大きな災害に見舞われた
　殆どの被災地に立ち上げられ運営されてい
　ます。

＊礼文町社会福祉協議会は、北海道社会福祉協議会と「災害救援活動の支援に関する協定」を
　締結しています。

協定書を取り交わす小野町長（右）と道場会長

・一般的に、被災した地域の社会福祉協議会、
　日頃からボランティア活動に関わっている人
　たち、行政が協同して担うことが多いです。
・被災地外からの災害ボランティアセンター
　運営経験者が関わる場合もあります。

この広報誌は、赤い羽根共同募金の助成金を受けて発行しています。8


